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広報・教育部門

「下水道×アート×SDGsプロジェクト」
神戸市

取組みに関するエピソード
・ 初挑戦の YouTube動画のため、動画の構成や再生回数を伸ばす方法を考えるのに、大変
苦労しました。多くの職員の知識や技術を取り入れることで、問題が解決でき、今となっ
ては楽しい思い出がいっぱい詰まった動画ばかりです。
・ アートに関する知識が無かったので、著作権や色補正等、勉強しなければならないこと
が多かったです。作者やアート関連団体の担当者の元へ足を運び、話をすることで連携
事業がスムーズに進むようになりました。
・ 今年度より、建設局全体での広報活動に携わっています。部を超えた人と人との繋がり
や相互理解が深まることで、神戸市がパワーアップしていく雰囲気を実感しています。建設局東水環境センター

水環境係長　岡野内晃代

Key Person

PR ポイント! 取組の効果 !
　職員みんなで監督・出演・撮影・制作等、すべてを楽しく・
積極的にこなし、下水道への熱い想いを動画に込め、全世界
に発信しました。職員が全力で演じるマンホールレンジャー
や、職員しか撮影できない施設内の貴重映像等、見どころが
満載です。下水処理場にいろどりを加えてくれたアート作品
も、動画で紹介しています。コロナ禍で見学に来られない多
くの人に選んでもらえる動画、見てもらえる動画、心に残る
動画を作るため職員みんなで議論し、形にしました。

　職員のアイデアを多く採用した結果、ユニークで面白い
動画となり、新聞社等からの取材が増えたと考えています。
また、マンホールレンジャーが登場する動画を出前授業で
使用した際には、小学生からサインを求められたり、ファ
ンレターをもらうこともありました。SNSとともに、従来
メディアでも発信してもらうことで、広報効果が増し、本
来の目的である下水道の公益性の周知等、社会ニーズに応
えることができました。


